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秋

日々の生活状況を伺いながら笑顔で訪問しています。

①３年間の委員活動を振り返って
　～2019-2022年の主な動き～

②「地域版活動強化方策」の策定に向けて
　～わがまちならではの方策策定のヒント～

③外国につながる人と民生委員・児童委員
　～はじめの一歩は「やさしい日本語」～

●通信員だより（平塚市・逗子市・箱根町）

…まなざし…

特
　
集

　伊勢原市民児協では、毎年「声かけ事業」として、
ひとり暮らし高齢者に食器用洗剤を、また障がい児の
おられるご家庭に図書カードをお渡ししながら、生活
状況の把握や安否の確認を行う活動をしています。
　本事業はかつて市民児協内の女性部により「慰問
事業」の名称でスタートした事業が発端であり、時代
に合わせ変化しながらも、今日に至るまで続いている
歴史ある活動となっています。

　特に近年は新型コロナウイルスの影響もあり、頻繁
な状況把握がしづらい中、対象世帯や地域の状況を
伺える貴重な機会となっていて、またお渡しする品物
についても、大変喜んでいただいています。
これからも地域の方々の身近な支援者となるよう、情
報や経験を共有しながら活動を続けます。

（伊勢原市民生委員児童委員協議会）



会議・研修 

PR グッズ

発行物

発行物

災害関係

災害関係

ホームページリニューアルに向けた
情報整理

会議・研修 
児童委員・主任児童委員活動推進会議は規模を
縮小して開催、後日 DVD 配布しました。 

◎第88回全国大会台風により中止
◎第79回関ブロ大会in川崎
◎県民児協設立50周年
◎2019年12月から新役員体制スタート

☆令和元年一斉改選
◎第89回全国大会in新横浜
◎第80回関ブロ大会
　コロナにより中止

★2020年1月16日国内で初の感染者の確認

● 台風15号に際して、広島県民児協より支
援金、北海道民児連・岡山県民児協より
見舞金をいただきました。

● 台風15号及び19号で被害にあわれた宮
城県、福島県、栃木県、千葉県民児協、
長野県民児連あてに寄付を行いました。 

● ７月豪雨で被害にあわれた岐阜県、熊本県
民児協あて寄付を行いました。 

「県民児協創立 50 周年記念シンポジウム」
　開催

県民児協設立 50 周年を記念して
“みんぴょん”が誕生しました！ 

オンライン会議の様子

新役員体制の紹介

対面での訪問や活動を制限せざるを得ない中、
お手紙や配布に活用できる
みんぴょんモチーフのグッズを
　　たくさん作成しました。

「やさしい日本語版パンフレット」発行

「神奈川県の民生委員児童
委員活動 概況」発行 

↑ダイジェスト版

↓冊子版

「親子とかかわり『つながる』ための
　７つのステップ」発行 

2019 年2020 年

新型コロナウィルス
感染症の状況

令和➡平成

第１波 2020 年３月～５月頃
　　　★「緊急事態宣言」初めて発出 
第２波 2020 年７月～８月頃
第３波 2020年11月～2021年３月頃
　　　★２度目の「緊急事態宣言」発出
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　来たる令和４年12月に一斉改選を迎えます。今期は、コロナ禍での活動となりましたが、オンラインも活
用しながら研修会を行うなど、できることを進めてまいりました。
　主な取り組みを振り返り、来期に向けた活動の整理をしてみてはいかがでしょうか。 

◎第90回全国大会in京都
◎第81回関ブロ大会オンライン開催

◎第91回全国大会in名古屋
◎第82回関ブロ大会in浜松

2021 年2022 年

会議・研修 会議・研修 第１回総会を３年ぶりに対面開催 新任地区民児協会長研修会を
一年越しに開催

新任地区民児協会長向け小冊子「新任地区民
児協会長の役割と心構え」を活用しました！ 

広報誌 発行物県民児協だより第 150 号を記念し、
本号よりレイアウト変更しました！ 

一斉改選に向けて自治会等説明用
パンフレットを刷新 

神奈川県版活動強化方策
（令和４年度～８年度）策定 
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これからも地域の方々の身近な支援者となるよう、情
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（伊勢原市民生委員児童委員協議会）

３年間の委員活動を振り返って 〜2019-2022年の主な動き〜
特 集

第7波 2022年7月～ 第６波 2022年１月～6月頃
　　　★オミクロン株が猛威を振るう

第４波 2021 年３月～４月頃
　　　★「まん延防止等重点措置」初適用
　　　★ 3 度目の「緊急事態宣言」発出
第５波 2021 年７月～９月頃
　　　★デルタ株が猛威を振るう

☆令和４年一斉改選

スマートフォンからも
見やすくなりました！
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←ダイジェスト版

冊子版→ 

明朝体からやわ
らかな字体に変
更しました！

やわらかい印象の
デザインになって
います。 

目次とみんぴょんを
大きく配置しました！ ホームページリニューアル



「地域版活動強化方策」
の策定に向けて

＊伊勢原市成瀬地区民児協＊

 「
活
動
強
化
方
策
」っ
て
な
に
？

　
令
和
４
年
３
月
、
本
会
で
は
、
新
た

に
「
神
奈
川
県
版
活
動
強
化
方
策
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
版
の
活

動
強
化
方
策
の
策
定
支
援
を
進
め
て
い

く
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
強
化

方
策
っ
て
な
に
？
」「
ど
ん
な
こ
と
す
る

の
？
」と
疑
問
を
お
持
ち
の
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」と
は
、「
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
わ
が
ま
ち
な
ら

で
は
の
方
策
」で
す
。本
会
で
は
、
地
域

版
の
活
動
強
化
方
策
を「
今
ま
で
の
活

動
を
み
ん
な
で
振
り
返
り
、
今
後
特
に

力
を
入
れ
る
活
動
な
ど
を
全
委
員
で
共

有
す
る
こ
と
」と
位
置
づ
け
、一
人
ひ
と

り
の
委
員
が
日
々
の
活
動
を
振
り
返
り
、

そ
の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

成
瀬
地
区
民
児
協
の
取
り
組
み 

〜
大
事
な
こ
と
は
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
〜

　
伊
勢
原
市
の
北
東
部
、
厚
木
市
と
接

す
る
成
瀬
地
区
民
児
協
で
は
、
33
名
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
地
域
版
活
動
強
化
方
策

の
策
定
支
援
に
か
か
る
助
成
金
を
活
用

し
、
午
後
の
定
例
会
の
前
に
２
時
間
の

研
修
会
を
２
回
（
７
月
６
日
、
８
月
３

日
）
実
施
し
、
方
策
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
５
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
県
版
の
活
動
強
化
方
策
の
方
策

１
〜
３
に
沿
っ
て
、「
き
づ
く
」「
つ
な

ぐ
」「
み
ま
も
る
」な
ど
11
の
柱
を
掘
り

下
げ
、
委
員
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な

活
動
が
必
要
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

２
回
の
研
修
で
の
協
議
か
ら「
冊
子

を
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
方

策
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、悩
ん
で

い
る
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
気
づ

け
た
」と
い
う
前
向
き
な
意
見
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
総
括
し
、方
策
と
し
て
と
り
ま
と
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、会
長
の

白
鳥
さ
ん
は「
方
策
を
作
る
過
程
で
委

員
同
士
が
悩
み
や
課
題
を
共
有
で
き
た

こ
と
が
大
事
」と
研
修
の
手
ご
た
え
を

語
り
ま
し
た
。

 

方
策
を
活
用
し
た
民
児
協
運
営

　
方
策
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、話
し
合
わ
れ
た
こ

と
を
カ
タ
チ
に
す
る
過
程
で
課
題
が
整

理
さ
れ
、可
視
化
す
る
こ
と
で
共
有
が

で
き
ま
す
。正
解
の
な
い
委
員
活
動
だ

か
ら
こ
そ
、ま
ず
は
、共
通
認
識
を
も
つ

た
め
に
方
策
を
策
定
し
た
う
え
で
、定

期
的
に
方
策
の
点
検
を
し
、見
直
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

一
斉
改
選
後
の
新
し
い
民
児
協
体
制
の

も
と
、新
任
委
員
に
伝
え
る
べ
き
事
項

や
民
児
協
運
営
が
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
難
し
そ
う
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、本
会
が
実
施
し
て
い
る
策
定
支
援

に
か
か
る
助
成
金
や
出
張
講
座
な
ど
を

ご
活
用
い
た
だ
き
、地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
か
ら

は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★ 全委員が積極的に発言し、明るい雰囲気で
話し合われていました。漠然としていた

「活動強化方策」が、日常の委員活動そのも
のとつながっていると実感し、方策に対す
るハードルが下がりました。 

★ 委員同士が寂しくなく、心細くなく、話し
合える場があることが大切であり、方策策
定の取り組みは、活動を楽しく継続するた
めの契機にもつながると感じました。

（広報委員）

取材を通して

市町村民児協等発
活動研究レポートNo.48

レポートNo.48-1

　　～わがまちならではの
　　　方策策定のヒント～
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地域を知る 名前を知る 輪を広げる

自自発発的的にに学学ぶぶ 連連帯帯すするる

課課題題をを知知るる 相相談談すするる

学学びび方方をを知知るる 連連携携すするる
社会的孤立を防ぐための個別

支援機能の発揮

ききづづくく 寄寄りり添添うう 聴聴くく 気気ににかかけけるる
個個人人情情報報のの
取取りり扱扱いい

潜潜在在とと顕顕在在

専専門門機機関関ととのの
連連携携

つつななぎぎ先先をを
知知るる

支支援援者者同同士士のの
情情報報共共有有

抱え
込ま

理解し
ていく

つなぎ先を知っておく・

きづく・つなぐ・みまも

つなぐ

方策１「社会的孤立を防ぐための個別支援機能の発揮」について、
協議するためのオリジナルワークシートは、「マンダラチャート」からヒント
を得て考案。

「今の活動が正解と信じ、次なる正解をみんなで
探し続けましょう」と呼びかける白鳥さん。

活発な意見交換がされています。



委員みんなの気持ちをまとめた
方針づくり

　今回、伊勢原市成瀬地区民児協が地域版活
動強化方策づくりに取り組んでいただいたこと
は、とても喜ばしいことと存じます。そして、神奈
川県民児協が県版の活動強化方策を策定して、
助成金を活用して地域版活動強化方策の策定を
促していることも功を奏しています。
　「活動強化方策」は、全民児連が民生委員制
度創設50周年（昭和42年）から10年ごとに策
定している全国方針の名称です。平成29年には
全国版の100周年活動強化方策を提案するとと
もに、それぞれの地域の実情をふまえた「わがま
ちならでは」の地域版活動強化方策の策定を支
援する「作成の手引き」を示しました。手引きで
は，Ａ地域の実情、Ｂ地域の課題、Ｃ活動強化
方策の３つのワークシートを用意しました。

　このワークシートにより、委員一人ひとりが自
分の思いや考えを素直に表出できて、民児協とし
て共有することができると期待しています。そし
て、今回のレポートでは、これらを活用して「方策
を作る過程で委員同士が悩みや課題を共有する
ことが大事」と気づき、「課題が整理され、可視
化することで共有」し、「共通認識」が図られた
との成果をあげています。
　今年は一斉改選の年です。新任の委員には、
先輩委員の活動に対する考えや思い、地域の実
情や課題への実践方法が参考になります。地域
版活動強化方策の策定に取り組むことにより、
委員の結束を図り、民児協の方針づくりに役立
てていただくことを期待しています。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

 

高崎健康福祉大学
教授 金井　敏さん

 

お
互
い
を
理
解
す
る
た
め
の 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
町
内
の
外
国
人
比
率
が
7.48
％
に
達
し
、

48
か
国（
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
）

の
外
国
に
つ
な
が
る
人
が
暮
ら
し
て
い

る
愛
川
町
。
文
化
の
違
い
や
言
葉
の
問

題
な
ど
に
よ
り
支
援
が
難
し
く
、
幹
事

の
愛
川
町
を
は
じ
め
と
す
る
県
央
ブ
ロ

ッ
ク
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
国
残
留
邦
人
帰
国
者（
以
下
、

「
帰
国
者
」）
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
ユ
ッ
カ
の
会
」
代
表
の
中
和

子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
外
国

籍
住
民
へ
の
地
域
支
援
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
さ
ん
は
、
日
本
語
教
室「
し
ゃ
べ

り
場
」
で
参
加
者
と
の
交
流
を
通
じ
、

帰
国
者
た
ち
が
高
齢
期
を
迎
え
、
介
護

を
め
ぐ
る
課
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、（
福
）神
奈
川
県
社
協
と
協
働
で「
多

文
化
高
齢
社
会
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ（
Ｔ

Ｋ
Ｎ
Ｋ
）」
の
活
動
を
立
ち
上
げ
、
外

国
に
つ
な
が
る
人
々
も
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
県
民

向
け
の「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
さ
ん
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
人
た

ち
も
地
域
の「
隣
人
」
と
し
て「
と
も
に

暮
ら
し・
と
も
に
地
域
を
作
る
た
め
に
、

双
方
向
の
学
び
合
い
と
正
し
い
情
報
を

届
け
る
こ
と
」
が
大
切
だ
と
言
い
ま

す
。「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々

が
、
お
互
い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
合

い
、
対
等
な
関
係
を
築
く
努
力
を
重
ね

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て

と
も
に
生
き
て
い
け
る
社
会
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
語
り
か
け
ま
し

た
。

（※１）「外国につながる人」とは、外
国籍住民および日本国籍所有者の
中でも言葉や文化等に多文化の背
景を有する人のことを指します。 

レポートNo.48-2

　 ～はじめの一歩は
　　　「やさしい日本語」～

＊県央ブロック小規模研修会と
　　　愛川町の委員との座談会＊

外国につながる人と
民生委員・児童委員との

関わり
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（※２）「やさしい日本語」とは普段使われ
ている言葉を、外国人にもわかるように
配慮した簡単な日本語のことです。短い
文で敬語などの難しい言葉は控えること
で、言葉の壁をゆるめることができます。 

　　横浜市栄区の民生委員・児童委員を
　　３期つとめた経験を持つ中さん。 



　
研
修
の
最
後
に
中
さ
ん
は「
外
国
に

つ
な
が
る
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
壁
を
作

ら
ず
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
か
ら

始
め
て
ほ
し
い
」
と
関
わ
る
う
え
で
の

ヒ
ン
ト
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

関
わ
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

　
研
修
会
後
は
、
愛
川
町
で
外
国
に
つ

な
が
る
人
を
担
当
し
て
い
る
６
名
の
委

員
に
、
支
援
の
う
え
で
の
難
し
さ
や
工

夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
主
任
児
童
委
員
の
甘
利
さ
ん
は
、
日

本
語
が
苦
手
で
行
政
か
ら
の
文
書
な
ど

が
理
解
で
き
な
い
外
国
に
つ
な
が
る
人

に
対
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
変

え
て
説
明
す
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
日
本

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

よ
う
に
な
り
、
最
近
は
、
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
方
で
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
へ

の
考
え
方
の
違
い
や
本
人
が
育
っ
た
環

境
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
外
国
に
つ
な

が
る
人
と
委
員
と
で
気
持
ち
の
ズ
レ
が

生
じ
、
思
う
よ
う
な
支
援
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
と
い
う
話
題
も
出
ま
し
た
。

　
担
当
地
区
の
外
国
に
つ
な
が
る
人
を

支
援
す
る
愛
川
町
民
児
協
会
長
の
石
井

さ
ん
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
関
わ
ら
な
け
れ
ば
相
手
を
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
関
わ
る
こ
と
で

偏
見
や
思
い
込
み
が
解
消
で
き
る
」
と

言
い
、「
時
間
が
か
か
っ
て
も
お
互
い

が
歩
み
寄
り
、
関
わ
り
続
け
る
こ
と
で

外
国
に
つ
な
が
る
人
の
背
景
を
理
解
し
、

違
い
を
認
め

合
う
こ
と
を

大
切
に
活
動

を
続
け
て
い

き
た
い
」
と

多
文
化
が
進

む
中
で
の
委

員
と
し
て
の

あ
り
方
を
語

っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

多文化共生社会への第一歩
「やさしい＝優しい日本語から」

　私たちの地域では、子どもから高齢者まで多様な
人々が共に生活を営んでいます。「ユッカの会」の
中さんたちは、地域で暮らしている中国残留邦人帰
国者の方 を々長年支え続けていらっしゃいました。
日本語が話せないということは、地域で、学校で、職
場で、病院等で人 と々コミュニケーションがとれず、
必要な情報が届かず、適切な社会サービスも利用
できず、孤立する恐れもあります。
　「やさしい日本語」で、例えば「無料です」ではなく

「お金はいりません」と具体的に伝えることで理解
はずっと広がります。愛川町のように地域のなかで

「やさしい日本語」が広がることで笑顔や優しさが
増えることになると思います。地域の民生委員・児
童委員は多様な人々が笑顔になれるまちづくりの
最先端にいらっしゃると改めて思いました。

　また、神奈川県には、中国、韓国、ベトナム、フィリ
ピン、ネパール、ブラジル、インドネシア、ペルーなど
多様な国籍、言語、文化をもつ人々が働いていらっ
しゃいます。そして彼/彼女らは神奈川で生活し、子
育てをし、そして誰もが高齢になっていきます。外国
につながる人々の多くは、戦争の被害に遭ったり、
過酷な労働環境で働き続けたりなど多くの困難を
抱えながら日本で生活されています。
　その人々が、安心して神奈川の地で生活できる
支援は、国境を越えて人々がお互いを理解し、つな
がることができること、つまり平和な世界をつくるこ
とにつながっていくと思います。愛川町民児協会長
の石井さんの「時間がかかってもお互いが歩み寄
り、関わり続けること」が何より重要だと思います。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

 

金城学院大学
教授 朝倉 美江さん

★ 支援を受け入れてもらえず、世帯が地域の中で孤
立化してしまい、子どもにまで負担が及んでいる
外国籍家庭の現状に歯痒い想いをしている委員
の苦労が伝わってきました。委員と関係性を築き
ながら自立を目指している外国籍家庭が良い影
響力となってくれればと思います。

★ 委員の役割の１つは、「つなぐ」こと。文化の壁や
言葉の壁があっても、「人と人、心と心」をつなぐ
ことの大切さを実感しました。（広報委員）

取材を通して
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同じ思いを持つからこそ、話し合いは真剣です



編 

集 

雑 

感

　
二
日
目
は
４
つ
に
分
か
れ
て
の
分
科

会
で
し
た
。本
県
か
ら
は
、第
２
分
科
会

で「
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
活
動
の

ア
ピ
ー
ル
と
理
解
を
広
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
」を
テ
ー
マ
に
、大
井
町
民
児
協

会
長
、寺
下
か
つ
子
氏
が
取
り
組
ん
だ

「
転
入
児
世
帯
訪
問
事
業
」に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し

た
。先
に
大

井
町
の
紹
介

が
あ
り
南
は

相
模
湾
、北

東
に
は
丹
沢

山
塊
、風
光

明
媚
な
町
と
あ
り
自
然
豊
か
な
町
で
一

度
住
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。訪

問
事
業
に
つ
い
て
は
、一
部
の
自
治
会
の

民
生
委
員
他
の
方
と
試
行
的
に
訪
問
活

動
を
し
つ
つ
、子
育
て
世
帯
へ
は「
転
入

児
世
帯
訪
問
に
つ
い
て
」と
い
う
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成・配
布
し
、や
が
て
19
自

治
会
を
民
生
委
員
他
が
訪
問
活
動
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。ま
た
近
年
に
は「
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
す
る
な

ど
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。小
さ
な
町
の
大
き
な
活
動

報
告
を
聞
い
て
、小
さ
な
一
歩
が
大
き
く

花
を
咲
か
せ
実
に
な
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
て
頂
き
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

（
藤
沢
市
民
児
協
会
長　

三み
つ

觜は
し 

壽と
し

則の
り

）

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

第
82
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童

委
員
活
動
研
究
協
議
会

　
７
月
28
日（
木
）〜
29
日（
金
）の
二
日

間
、浜
松
市
の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
と

ホ
テ
ル
ク
ラ
ン
パ
レ
ス
浜
松
に
て
開
催

さ
れ
、１
都
10
県
７
政
令
指
定
都
市
を

代
表
さ
れ
て
266
人
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。本
県
か
ら
は
県
民
児
協
の
他
３
政

令
指
定
都
市
が
参
加
し
、心
強
く
思
い

ま
し
た
。浜
松
駅
を
下
車
し
改
札
を
出

る
と
、浜
松
市
民
児
協
の
方
々
が
緑
色

の
ビ
ブ
ス
を
着
用
し
３
人
の
方
が
丁
寧

に
挨
拶
さ
れ
て
案
内
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。案
内
一
つ
で
も
お
も
て
な
し
を
さ

れ
て
い
る
気
持
ち
に
な
り
、大
変
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、開
会
に
先
立
っ
て
の
信

条
と
児
童
憲
章
の
朗
読
に
始
ま
り
、全

民
児
連
の
基
調
報
告
が
あ
り
全
体
会

は
終
了
し
ま
し
た
。休
憩
後
、「
心
根（
こ

こ
ろ
ね
）を
育
て
る
」を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
師
は
樹
木

医
で
あ
り
浜
松
市
花
み
ど
り
振
興
財

団
、は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
理
事

長
の
塚
本
こ
な
み
氏
で
し
た
。女
性
樹

木
医
第
一
号
で
あ
り
、上
品
で
話
も
優

し
く
、心
の
底
か
ら
湧
き
出
る
言
葉
で

し
た
。誰
も
が
さ
じ
を
投
げ
た
あ
し
が

ら
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
大
藤
の
移
植
に

成
功
し
、大
藤
は
六
百
畳
ま
で
に
育
っ

て
い
ま
す
。「
木
は
枝
葉
幹
の
３
つ
で
出

来
て
い
る
、心
が
元
気
で
な
い
と
い
け

な
い
。「
根
幹
」「
根
気
」「
根
性
」、み
な
根

を
は
る
大
地
が
大
切
で
、大
地
を
育
て

る
の
が
仕
事
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
、フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、不
登
校

の
児
童
生
徒
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
も

ら
い
、花
を
育
て
な
が
ら
登
校
へ
の
自

信
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
活
動
や
、「
花

育
成
」を
通
じ
て
不
登
校
児
や
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
若
者
の
支
援
な
ど
も
行

っ
て
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
悩
み
や
困

っ
て
い
る
こ
と
を
、無
条
件
に
黙
っ
て
聞

い
て
く
れ
る
人
は
い
る
の
か
な
、も
し

か
し
た
ら
木
が
そ
ん
な
存
在
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。活
動
を
通
じ
て
一
個
人
を

支
え
る
の
も
、樹
木
医
の
仕
事
な
の
か

な
。」と
締
め
く

く
っ
て
い
ま
し

た
。人
情
味
あ

ふ
れ
る
人
格
に

感
動
し
、目
頭

を
押
さ
え
ま
し

た
。

　
特
集
の
年
表
に
も
あ
る
よ
う
に
、今

期
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
に
振
り
ま
わ
さ

れ
ま
し
た
。特
に
新
任
委
員
さ
ん
は
市

の
全
体
会
、全
体
部
会
と
い
っ
た
大
人

数
で
集
ま
る
研
修
が
ほ
と
ん
ど
中
止

と
な
っ
た
り
、訪
問
活
動
も
制
約
さ
れ

る
な
ど
、な
か
な
か
経
験
を
積
む
こ
と

が
難
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
、147
号
の
特
集
記
事

に
登
場
し
た
新
任
委
員
さ
ん
が
座
談

会
の
際
に
、桐
生
会
長
か
ら「
是
非
も

う
一
期
続
け
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た

事
を
定
例
会
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
も「
何
も
引
き
継
げ
る
経
験
が
な
い

ま
ま
次
の
方
に
つ
な
ぐ
の
は
難
し
い

で
す
ね
。」と
、も
う
一
期
続
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。後
日
、

新
任
委
員
さ
ん
全
員
に
再
任
の
希
望

を
出
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
私
も
あ
と
一
期
、75
歳
ま
で
委
員
を

続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、民
生
委
員
も

地
域
の
み
な
さ
ん
も
安
心
し
て
ふ
れ

あ
え
る
日
が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　
髙
田　
陽
子
）
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記念講演の様子

大井町民児協会長の寺下さん 



通信員だより通信員だより

KANAGAWA

～支えあう  住みよい社会  地域から～

神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」

ホームページをご活用ください！
☆県民児協ホームページでは、民生委員・児童委員制度や活動に関する参考資料などを掲載しています。
　委員専用ページをご覧いただくためには、次のログイン情報をご入力ください。

◦発行日／令和4年9月15日　◦発行人／会長　桐生 行雄　◦編集人／広報委員会　◦印刷所／㈱柏苑社
◦発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0825 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 ☎045-534-5812 045-312-6307 ホームページ：https：//www.kmjk.jp/

ID：minpyon2021
パスワード：0331

　
平
塚
市
で
は
３
年
ぶ
り
に「
ひ
と
り
暮
ら
し
調
査
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、市
内
に
居
ら
れ

る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
健
康
状
態
や
生
活
状
況

の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
訪
問
調
査
す
る
も
の
で
す
。調
査
結
果
は
、市
と
民

生
委
員・児
童
委
員
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
で

情
報
を
共
有
し
、日
常
の
見
守
り
等
に
活
か
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
は
正
式
な
調
査
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
、訪
問
は
適
時
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、多
く
の

高
齢
者
は
訪
問
に
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
顔
の
見
え
る
関
係
」の
大
切
さ
、「
そ
の
人
に
密
着
し

た
」活
動
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、広
報
紙
を
出
す
の
も
一
苦
労
。広

報
部
員
の
全
員
が
企
画・編
集・発
行
に
積
極
参
加
で

き
る
場
と
し
て
広
報
部
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
を
立

ち
上
げ
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
に
向
け
て「
民

生
委
員
児
童
委
員
っ
て
何
か
」を
伝
え
る
紹
介
ポ
ス

タ
ー
も
作
り
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
を
作
る
上
で
、我
々

自
身
も「
民
生
委
員
っ
て
な
あ
に
？
」「
児
童
委
員
っ

て
な
あ
に
？
」と
い
う
こ
と
を
時
代
の
変
化
を
捉
え

な
が
ら
自
問
自
答
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
と

つ
く

づ
く

感
じ

ま
し

た
。

　
逗
子
市
で
は
６
年
前
か
ら
子
ど
も
０
円
食
堂
を
開
い
て

い
ま
す
。「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
、や
っ
た
ぁ
！
お
い
し
い
ね
！
」

な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
声
や
笑
顔
が
ス
タ
ッ
フ
の
原
動
力
。

独
り
で
の
食
事
や
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
で
済
ま
す
こ
と
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
ご
は
ん
を
食
べ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
始
ま
っ
た
食
堂
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
は
主
任
児
童
委
員
が
中
心
と
な
り
、民
生
委
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
続
け
て
来

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
や
む
な
く
中

断
し
た
の
で
す

が
、昨
年
５
月
よ

り
お
弁
当
を
配
付
す
る
形
に
変
え
て
再
開
し
て
い
ま
す
。現

在
は
市
内
３
カ
所
で
小
学
生
を
対
象
に
希
望
す
る
子
に
月
１

回
、予
約
制
で
手
作
り
の
温
か
い
お
弁
当
を
配
っ
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
も
季
節
に
合
わ
せ
て
お
り
、昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に

は
お
楽
し
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
弁
当
に
、子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
見
守

る
こ
と
、居
場
所
と

し
て
こ
こ
に
来
れ

ば
誰
か
に
会
え
る
、

ご
は
ん
も
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
場
所
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
お
弁
当
で
す
が
、食
堂
が
始
ま
れ
ば
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
高
齢
者
に
も
地
域
で
の
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
箱
根
町
の
民
生
委
員・児
童
委
員
の
担
当
配
置
は
、

５
地
区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、私
は
温
泉
地
区
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
渦
で
活
動
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
も
ど
か

し
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

令
和
４
年
か
ら
各
地
区
に
お
い
て「
地
域
の
事
を
話
し

合
う
会
」が
始
ま
り
、６
月
に
第
４
回
温
泉
地
区
話
し

合
い
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
協
、民
生
委
員・児
童
委
員
等

の
地
域
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
関
係
者
が
出
席
し
、種
々
の
問

題
や
課
題
を
検
討
し
、様
々
な
活

動
報
告
を
共
有
す
る
事
に
よ
っ
て

地
区
全
体
の
状
況
が
把
握
で
き

る
の
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
次
回
、話
し
合
う
会
の
議
題
は

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
で
す
。長
さ
12
㎝
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
筒
の
中
に
救
急
情
報
・
医
療
情

報
等
の
記
載
事
項
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
よ
り
箱
根
町
で
は
、高
齢
者・障
が
い
者
の

万
一
の
備
え
の
為
、民
生
委
員
が
配
布
し
ま
し
た
。今

ま
で
500
人
ほ
ど
使
用
者
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、こ

の
８
年
間
何
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、情
報
は
更
新
さ
れ
て
お

ら
ず
、忘
れ
て
い
る
高
齢
者

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

大
変
重
要
な
確
認
事
項
が

必
要
と
な
る
案
件
に
な
り

そ
う
で
す
。

民
生
委
員
っ
て
な
あ
に
？

　

児
童
委
員
っ
て
な
あ
に
？

ず
し
子
ど
も
０
円
食
堂
は

　
　
　
　
　
　

笑
顔
の
場
に

地
域
の
事
を
話
し
合
う
会

通
信
員　

井
上
　
勝
博

通
信
員　

松
岡
　
蓉
子

通
信
員　

芝
　
京
子

民生委員とはなにかを考えなが
ら作成したポスター

平塚市

逗子市

箱根町

8

第150号令和4年9月15日 県民児協だより

　手渡しのぬくもりに笑みが
　こぼれます

熱心に話し合う地区の関係者たち

  願いを込めた手作りの
  お弁当

大切な命を守る
医療情報キット

a_igarasi
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